
第３回 春日山原始林授業づくりセミナー 実践事例の報告会 

 

奈良教育大学研究員 杉山 拓次 
■開催日時：2020 年 12 月 5 日（土）10:00~12:00 
■方法  ：対面（次世代教員養成センター１号館）と ZOOM を用いたハイブリット形式 
■参加者：現職教員等：山本（附属中）、 

学生：江口、小池 
教育大：杉山、中澤、大西 

■内容 
実践事例の報告 
附属中山本先生より、授業実践の報告 
「春日山をシカが喰うー鹿害から春日山を考える ESD 実践ー」 
 

   

   

   

   

   



   

   

   

   

   

 

  

・実践を通じて伝えたいこと：「自然が大切」ということは理解しているけれど漠然としている生徒が
多いため、具体的なイメージを持って欲しい。そのために大台ヶ原など大きな自然と触れる体験や、
前鬼モニタリングといった具体的な保全や調査手法についての体験も行った。 
 
■意見 
・食物連鎖ゲームについては、生徒たちからどのような評価があったか。 
 →普段意欲があまり高くない生徒から、生き物の数はいつも一定だと思っていたが増減があること
がよくわかったといった回答があった。 
・昨年は社会科の教員が担当し、今年は理科の教員が担当したことで、アプローチが大きく異なる授
業となったのではないか。社会科は既にあるデータを分析することが多いが、理科はデータを作るこ



とができるという点が大きく違う。 
・評価の部分で二人の教員の不一致が 8.6％というのはすごいこと。 
・どのように評価をしたか。 
→アンケートの中で自然を守っていくために森の中へ柵をつけたいといった記述をした生徒がいた
が、本人に本当にできると思うかをやんわりと聞いたところ、それは難しいと思うと答えていた。そ
ういった場合は評価を少し下げている。 
・アンケートの内容に加えて、なぜその回答をしたかをインタビューした上で評価しているという点
はとても良い。新しい試みだと思う。 
→インタビューは、良い試みだが、生徒が萎縮しないように心がけることが大切だ。 
・マップの評価については、付箋に書き出された事象が、どのような関係性（つながり）かを意識的
に書き込ませることがポイントではないか。そのつながりを理解したり考えたりすることが、探究的
な学びにつながる。 
・アンケート結果で「自然を守ることは大切だと思う」という生徒が減少したのはなぜか。 
→一部の生徒には、少し指導をしたことで、モチベーションが落ちたということがあった。中学生な
ので、そういった場合の反応も考えられる。 
→春日山のフィールドワークでナンキンハゼの駆除を行った。自然が大切と言いながら植物を抜く行
為があるなどして、そのように感じたのではないか。 
→そうした心の動きについても、実際に本人に聞いてみるのが一番である。さりげなくインタビュー
をできればよい。 
・授業を作る際には様々なアプローチがある。「子どもたちにどんな学びを得て欲しいか」からスター
トしたり、自分自身が関心のある事象に対して「子どもたちにも一緒に学んでもらおう」というも
の。自分自身が関心のある事象に対して「子供たちがどのような反応をするかが楽しみ」というもの
など。それぞれのスタイルで良い。 
・今回の実践を通じて、ホールスクールアプローチの新たな視点があるように感じた。春日山のよう
な素材は、どの教科担当が授業を担うかによって大きく変わってくるし、連携して行うことで学びの
質が大きく変わってくるのではないか。一つ授業をつくったからといって、誰がやっても同じ授業に
はならない。題材に適した教科で整理したうえで、それぞれが力を発揮できるようにアレンジしてい
くことが大事ではないか。 
・教員はそれぞれ「鉄板」の授業を持っているもの。先生もこの授業を鉄板になるように深めていっ
て欲しい。 
 
■ポートフォリオから（一部抜粋） 
ここまで春日山原始林の授業づくりを考えてきて、探究的な学びを作り出す授業の難しさを感じた。
自分が授業を作る立場になった時、授業づくりセミナーで得た視点や感じたことを参考に自分の授業
を分析していきたい。 


